
指定管理者モニタリング及び実績評価シート（令和５年度）

円 円

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

74,906 46,134 54,963 68,123 67,682 5,476 2,297 3,082 2,919 3,831

110,000 120,000 65,400 69,500 71,000 8,498 8,774 4,800 5,100 5,500

68.10% 38.45% 84.04% 98.01% 95.33% 64.44% 26.18% 64.21% 57.23% 69.65%

― 61.59% 119.14% 123.94% 99.35% ― 41.95% 134.18% 94.71% 131.24%

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

40,598 41,198 41,215 41,231 41,247 20,646 18,420 19,652 19,978 20,871

3,848 2,013 2,544 2,515 2,727 21,710 19,970 20,902 22,926 22,238

27,723 16,054 20,959 23,532 26,213 35,051 21,315 24,007 27,608 27,832

72,169 59,265 64,718 67,278 70,187 77,407 59,705 64,561 70,512 70,941

（1）履行確認

1.企業倫理

2.施設の維持管理

3.指定管理者の義務

4.施設の運営

5.社会性・環境性

6.事業の実施

7.事業収支

8.総合面

総合評価ランク

　施設の管理・運営について、要求水準を満たしている。
　市内外の施設との連携事業の企画や、見る味る講座におけるテイクアウト事業の拡大な
ど、利用者を増やす取組を積極的に行っている点を評価した。
　また、第４期は新型コロナウイルスの影響を多大に受け、飲食物を提供する施設にとって
厳しい事業環境に置かれる中、利用者ニーズの把握に努め、多くの事業を展開し、利用者の
満足度向上に繋げていた点を評価する。

総合評価

評価の定義

Ｂ

総合評価ランクの点数基準
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（選定委員会）

評価理由

設備投資修繕等
※備品購入含む

避難口誘導灯交換修繕、敷地内漏水修繕、自動火災報知設備予備電池交換、浄化槽調整ポンプ交換修繕

６．評価結果

評価結果
（1）履行確認
(2)質・効果・

達成度

(2)質・効果・達成度

５．年次特殊事情等

特殊事情等
※臨時休館等

年間利用日数

309

評価項目
（適・否評価） 加点/減点（±１）

利用料等 その他運営経費

自主事業等 自主事業等経費

収入計 支出計

４．指定管理者収支状況（5か年）

収入（千円） 支出（千円）

指定管理料 人件費

目標値（人）b 目標値（人）b

達成率（a/b） 達成率（a/b）

前年比 前年比

指定管理者の
主な業務

1.施設管理業務（①施設の利用の許可等に関する業務、②施設及び設備の維持管理に関する業務、③利用料金の納入等に関
する業務、④その他施設の運営に関して市が必要と認める業務）2.指定事業の実施（①地域文化の創造に関する事業、②市
及び講座の企画実施に関する事業、③自ら考え実践する市民活動及び創作活動の支援に関する事業、④地域間交流の推進に
関する事業、⑤見る味る講座（武蔵野うどんを中心とした郷土食の提供）

３．利用状況（5か年）

来場者数 貸室利用者数

実績（人）a 実績（人）a

有り 有り 無し 還元

指定管理料 募集時上限額（年額：税込） 40,000,000 現年度協定額（年額：税込） 41,246,860

その他

２．指定管理者の概要

指定管理者名
（代表者）

アイル・コーポレーション(株)
代表取締役　町田　哲雄

指定管理者所在地 さいたま市浦和区常盤５丁目２番１８号

運営状況
利用時間 ＡＭ9:00～ＰＭ9:30 定休日等 毎週月曜日、1月1日～1月3日及び12月29日～12月31日

事業者の
選定理由

他の公共施設における類似業務の実績、組織体制及び施設の特性にあわせた事業展開ノウハウを評価し、安定
した施設の運営管理と施設の特徴を損なうことのない段階的な事業展開を期待した。

指定期間 平成31年4月1日～令和6年3月31日（5か年）
施設利用料金

料金区分 使用料／利用料金制

施設所管課 自治文化課／自治振興課（令和4年度～） 有料

１．指定管理施設の概要

施設名 桶川市べに花ふるさと館 施設所在地 桶川市大字加納419番地の1

施設の設置目的
桶川市のべに花を核としたふるさとづくりを通して地域文化を形成するとともに、地域間交流を推進し、もっ
て地域社会の発展に寄与するため

要求水準を満たしており、適正であ
る。

（１）履行確認「全適」＋（２）質・効果・達成度
「減点なし」かつ「加点なし」

施設概要

敷地面積：8,814.16㎡　延床面積：993.87㎡　

開館：平成12年7月20日、構造：木造 地上２階（母屋）、駐車場（普通車３７台、身障者用１台、バス２台）　

主な施設：母屋（1階座敷、2階和室）、離れ、管理・工房棟（工房、窯室、会議室）

長屋門（板の間、土間）、庭（前庭、中庭）

利用料金制

指定管理の区分
選定方法 避難所指定 施設管理 自主事業 目的外使用許可 収益金の取扱い

公募 有り

1

2

3

4
4.施設の運営

5.社会性・環
境性

6.事業の実施7.事業収支

8.総合面



７．モニタリング（基本項目チェック） ※実施の確認（実施・・・・「○」、未実施・・・・「×」、機会無し・・・・「－」）

・個人情報保護への対応 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・秘密の保持 ✔ ✔ ○

・情報セキュリティポリシーの遵守 ✔ ○

・職員の日々の教育、指導、適切な研修等の実施 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・情報公開への適正な対応 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・関係法令の遵守 ✔ ✔ ✔ ○

・業務再委託等についての規定の遵守 ✔ ✔ ✔ ○

・健康増進法に基づく禁煙等への適切な対応 ✔ ✔ ○

・善良な管理者の注意義務の遂行 ✔ ○

・適正な安全管理の実施 ✔ ✔ ✔ ○

・防災訓練、避難訓練等の定期的な実施 ✔ ○

・建物、構築物等の維持、修繕による適正な管理（新設含む） ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・設備等の維持、修繕による適正な管理（新設含む） ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・植栽管理の適正な実施 ✔ ✔ ○

・適正な清掃の実施 ✔ ✔ ○

・施設、設備等の保守点検の適正な実施 ✔ ✔ ✔ ○

・衛生施設等の適正な点検等の実施 ✔ ✔ ○

・課題、ニーズ把握等の調査、分析、報告（提案） ✔ ✔ ✔ ○

・課題に関する報告・連絡・相談、市との協議 ✔ ✔ ○

・市からの指示・協議事項への理解と対応、解決策の実施 ✔ ✔ ✔ ○

・適正な備品管理 ✔ ✔ ✔ ○

・利用料金の適性な決定、運用等 ✔ ✔ ✔ ○

・適正な文書の管理・保存、規程の作成等 ✔ ✔ ✔ ○

・事業計画書等の作成及び提出 ✔ ✔ ✔ ○

・月次の事業報告書等の作成及び提出 ✔ ✔ ○

・決算書等の年度の事業報告書、自己評価等の作成及び提出 ✔ ○

・損害賠償に対応した適正な保険への加入 ✔ ✔ ✔ ○

・不測の事態に対する適切な危機管理体制の整備、報告等の実施 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・避難所開設のための必要な体制の整備 ✔ ✔ ○

・収支計画等の作成と適正な管理 ✔ ✔ ✔ ○

・提案された還元方法の遵守 ✔ ✔ ○

・最適な運営に必要な組織の構築、人員体制の整備等 ✔ ✔ ✔ ○

・総括責任者等の適正な配置 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・適正な防火管理者の配置 ✔ ✔ ○

・受付業務、利用許可・料金収受（減免・還付）等の適切な運用 ✔ ✔ ✔ ○

・適正な接遇の実施 ✔ ○

・行政財産の目的外使用許可についての適正運用 ✔ ○

・定期的な情報発信、ＨＰ等の活用等 ✔ ✔ ✔ ○

・利便性の維持向上、公平公正性の維持等 ✔ ✔ ✔ ○

・高齢者、障害者等への配慮 ✔ ✔ ○

・環境及び省エネルギーに配慮した運営の実施 ✔ ✔ ✔ ✔ ○

・廃棄物の処理及びリサイクル等の適正実施 ✔ ✔ ✔ ○

・高齢者や障害者等の雇用への対応 ✔ ✔ ✔ ○

・施設の設置目的に基づく管理運営の実施 ✔ ✔ ✔ ○

・市内中小企業者への発注等の配慮 ✔ ✔ ✔ ○

・障害者団体への発注等の配慮 ✔ ○

・地域住民、ＮＰＯ等との積極的な連携 ✔ ○

・良好な雇用環境の維持、向上等 ✔ ○

・職場の安全衛生の確保、労働災害予防、健康被害予防 ✔ ○

・施設の目的達成のため市が指定した事業の実施 ✔ ✔ ✔ ○

・指定管理者の提案による事業の実施 ✔ ✔ ✔ ○

８．モニタリング評価（質・効果・達成度）

協定
書

事業
計画

適
否

総合
評価大項目 中項目 個別評価項目

評価項目
評価指標（判断基準） ／ 評価指標

募集
要項

仕様
書

1.企業倫
理

個人情報保護 個人情報の保護

適

情報セキュリティ
守秘義務の遵守

セキュリテイポリシーの遵守

教育 職員教育

ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ 情報公開対応

法令順守

関係法令の遵守

再委託規定の遵守

禁煙（受動喫煙防止）対応

善管注意義務

保守点検
施設の保守点検

施設の衛生管理

2.施設の
維持管理

安全管理
安全な施設運営

適

防災訓練等の実施

維持管理

建物・構築物の維持管理

設備の維持管理

植栽管理

清掃業務

適
3.指定管
理者の義

務

課題対応

課題把握

保険加入 損害保険の加入

市との協議

市の指示への対応

適正管理

備品の管理

利用料金の適正管理

文書の管理・保存

報告

事業計画書の提出

月次報告書等の提出

事業報告書等の提出

5.社会
性・環境

性
※評価項
目あり

利用者対応
利便性の維持向上等

高齢者、障害者等の対応

環境対応
環境・省エネルギー対応

雇用環境の維持

職場の安全衛生

防火管理者の配置

窓口業務

4.施設の
運営

※評価項
目あり

危機対策
危機管理

受付業務

職員の接遇

目的外使用許可 目的外使用許可

情報発信 施設の情報発信

適

適

避難所開設対応

収支管理
収支管理

余剰金の還元

人員体制

運営体制の整備

責任者の配置

適正な廃棄物処理

雇用体制 高齢者・障害者の雇用

地域貢献

施設の設置目的

市内中小企業者への配慮

障害者団体への配慮

地域・関係団体との連携

労働環境

区分
No

評価項目 自己評価
（指定管理者コメント）

市側一次評価
（施設所管課コメント）

6.事業の
実施

※評価項
目あり

事業の実施

指定管理業務に係る事業
適

自主事業

一次評価

大項目 評価の基準 確定評価

(0)

0

(0)

0

No.4
※履行項
目と重複

施設の運営
利用者数／接遇／利用しやす

さ／清潔さ／その他

例年に引き続き、施設については、安心・安全・衛生的に運
営管理を行った。全体の来場者数は前年度と比較し若干減少
したものの、見る味る講座及び貸館の利用者数は増加してお
り、見る味る講座アンケートでは、約90％以上の方から満足
との回答があった。

(0)

No.6
※履行項
目と重複

事業の実施
事業の実施数／参加者数／企
画内容／利用者ニーズへの対

応／その他

今年度は、36件の事業を開催し、賑わいの創出に努め
た。特に陶芸教室は体験型教室として受講者が多くい
たことから、高い評価を受けていると考える。また、
アウトリーチ事業として、市内外で当館の武蔵野うど
んの出張販売や、出張うどん作り教室等を15事業実施
し、積極的に施設周知を図った。

令和5年度も多くの事業を実施するととも
に、多くの受講者のある教室の開講や市民
主催の企画への協力、市内・外の施設と連
携し事業を企画する等、積極的に施設利用
者の増加に取り組んだ点を評価する。

No.5
※履行項
目と重複

社会性・環境性
利用者対応／環境・省エネル

ギー／地域貢献／その他

排出される段ボール等のリサイクル処分は障害者団体
に依頼。また、自主事業で栽培し収穫した農産物の一
部は、フードロス対策として施設で販売するほか、社
会福祉協議会のフードバンクへ寄付を行った。その
他、地域高齢者及び障害者雇用に積極的な対応を行っ
た。

市内団体との連携を深めながら、施設から出る排
出物処分を継続して障害者団体へ依頼しているこ
と、及び食品ロス対策を含めSDGsの取組みを進め
ていること、また、高齢者や障害者の雇用につい
ても積極的に取り組んでいる点を評価する。

令和5年度も適正な施設の維持運営に努めていたこ
と、また、前年度と比較して見る味る講座及び貸
館の利用者数が増加したこと、その他、利用者満
足度についても前年度に引き続き良い評価を受け
ていた点を評価する。

(0)

0

0

(0)

0

No.8 総合面 施設設置目的の実現／その他

令和5年度も設置目的に沿ったイベント事業や実行委員会形
式による桶川ふるさと祭りの開催は、地域の伝統と文化を再
発見し、共有する機会を提供することとなり、地域社会の貢
献につながったと考える。また、マルシェイベントを通じ
て、若年層を含む幅広い世代が集う場を創出し、SNSを活用
したリアルタイムな情報発信により、施設の活性化に寄与し
たと考える。

第4期指定管理期間はコロナにより厳しい状況が続
いていたが、最終の令和5年度は、指定管理者とし
て努力した結果、全体収支の改善が図られるとと
もに、施設利用者が増加し、施設の設置目的であ
る地域文化の形成及び地域間交流を推進した点、
幅広い世代に向けた事業を実施した点を評価す
る。

No.7 事業収支
収入増への取組／経費削減の

取組・効果／その他

物価高騰の中で、原材料費及び仕入れ価格のコスト管理を徹
底し、見る味る講座の品質を維持しつつ経費増大を抑制し
た。また、出張ケータリングサービスを受注するなど、出前
や出張販売等のテイクアウトによる事業展開を拡大した結
果、自主事業収入については前年度と比較して約11.4％の増
となった。

見る味る講座の品質を維持しつつ経費の抑制
に努めたこと、また、前年度に引き続き出前
や出張販売等のテイクアウトによる事業を更
に拡大し、自主事業収入を大きくを伸ばした
点を評価する。


